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中
小
路
自
主
防
災
訓
練
が
、

十
一
月
二
十
五
日
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
役
員
や
市
関
係
者
、
中

小
路
小
児
童
、
駒
王
中
生
徒
な

ど
二
四
〇
名
を
超
え
る
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

訓
練
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
を
想

定
し
、
緊
急
連
絡
網
で
参
集
依

頼
、
民
生
委
員
・
地
区
社
協
さ

ん
は
、
要
支
援
者
安
否
確
認
を

し
ま
し
た
。

救
出
救
助
班
で
は
、
①
段
ボ

ー
ル
間
仕
切
り
②
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
③
簡
易
テ
ン
ト
④
防

災
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
⑤
水

消
火
器
⑥
声
出
し
訓
練
⑦
給

水
タ
ン
ク
組
立
⑧
非
常
用
電

源
（
蓄
電
池
）
⑨
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
説
明
コ
ー
ナ
ー
で
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
、
中
学
生
、
一
般
参

加
者
は
毎
年
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
訓
練
を
体
験
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
、
あ
の
台
風
十

三
号
の
恐
ろ
し
さ
を
肌
で
感

じ
ま
し
た
の
で
真
剣
に
取
組

み
ま
し
た
と
の
声
を
伺
い
ま

し
た
。

今
回
初
め
て
、
つ
く
ば
市
の

元
防
災
科
学
技
術
研
究
所
職

員
だ
っ
た
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー

さ
ん
を
お
呼
び
し
ま
し
た
。
今

ま
で
四
千
回
以
上
の
サ
イ
エ

ン
ス
シ
ョ
ー
形
式
の
講
義
、
講

演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
を

引
き
起
こ
す
自
然
現
象
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
楽
し
め
る
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
形
式
で
し
た
。

突
風
・
雪
崩
・
地
震
の
揺
れ
な

ど
本
当
は
こ
わ
い
自
然
現
象

を
ミ
ニ
チ
ユ
ア
に
し
て
再
現

す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
イ
エ

ン
ス
シ
ョ
ー
で
し
た
。
子
ど
も

達
も
目
を
輝
か
せ
楽
し
み
な

が
ら
体
験
し
な
が
ら
の
講
演

会
で
し
た
。
特
に
地
震
で
は
、

大
中
小
の
ビ
ル
の
模
型
を
小

刻
み
揺
す
る
と
小
さ
な
ビ
ル

が
激
し
く
揺
れ
る
、
ゆ
っ
く
り

揺
ら
す
と
大
き
な
ビ
ル
が
大

き
く
揺
れ
る
実
験
に
は
理
解

が
早
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

様
な
企
画
が
出
来
た
事
に
よ

り
参
加
者
全
員
が
改
め
て
自

然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
身
に

し
み
た
。

し
た
。
特
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中
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ビ
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小
刻
み
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小
さ

な
ビ
ル
が
激
し
く
揺
れ
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ゆ
っ
く
り

揺
ら
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と
大
き
な
ビ
ル
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大
き
く
揺
れ

る
実
験
に
は
理
解
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早
か
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
様
な
企
画
が
出
来
た
事
に
よ

り
参
加
者
全
員
が
改
め
て
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
身
に
し
み
た
。

大
高
訓
練
副
隊
長
さ
ん
は
、
最
後
の

挨
拶
の
中
で
こ
の
よ
う
な
体
験
を
積
み

重
ね
る
事
に
よ
り
、
い
つ
大
災
害
が
起

き
た
時
に
も
今
ま
で
の
体
験
や
経
験
を

活
か
し
て
自
助
に
よ
り
自
分
の
命
は
自

分
で
守
っ
て
い
く
事
が
大
事
で
す
と
締

め
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
に
あ
た
り
関
係
者
の
皆

様
の
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

中小路学区民生委員・児童委員 三 好 英 生

難しいタイトルで原稿を依頼された。私は民生委員になって十数年が経つが、未だに民生委員の「し

ごと」について、はっきり説明できない。その理由を考えると民生委員はいわゆる「職業としての仕

事」ではないからだと思う。我々は達成すべきノルマや目標が課せられているわけではないし、報酬

をいただけるわけでもない。民生委員は「無償のボランティア」なのである。

勿論ボランティアだから何も知らなくてもいいというわけではない。むしろ「民生委員を引き受け

たはいいが自分はいったい何をやればいいのだろう？」と日々考え続けることが民生委員の職務であ

ると言えるかもしれない。

「秘密厳守」の義務を課せられてはいるがあくまで「近所に暮らす普通のおじさん・おばさん」と

して地域の様々な問題にかかわる存在、何ができるか考えながら多様な問題に関わる存在が民生委員

なのだと私は考える。

その民生委員が関わる「様々な問題」とは大きな枠組みで言えば「地域の福祉にかかわる問題」だ

ろう。では「福祉とはこれだ」と明快に答えることは難しい。これも自分で考え続けるべき問題なの

だと思う。私は、福祉とは「誰かが困っている状態を改善したいと望むときに援助する営み」だと、

今のところそう考えている。福祉が及ぶ範囲は広く援助の仕方に正解はない。高齢者だけでなく、地

域の誰もが福祉の対象になりうる。そして誰もが福祉の対象に援助の手を差し伸べる立場にだって、

なり得るのだ。あなたも民生委員になってみませんか。最後は唐突に求人広告になってしまったが、

日々こんなことを思いながら私は民生委員の「しごと」をしています。さぁあなたも是非（本気のお

誘いです）!

非常用食料家庭備蓄品（難を避ける）
チェックリスト

・・・今日から準備しましょう・・・
下記リストは 2人で 7日分です

必

需

品

□水

2ℓ×6 本×4箱

□ｶｾｯﾄｺﾝﾛ １台

ｶｾｯﾄﾎﾞﾝﾍﾞ×12 本

主
菜（

タ
ン
パ
ク
質）

□レトルト食品・

牛丼の素・

カレー等×18 個

□缶詰

お好みの缶×18

缶

主

食（

エ
ネ
ル
ギー

・
炭
水
化
物）

□米 2 ㎏×2 袋

□カップ麺類×6 個

□パックご飯×6 個

□乾麺（うどん・そば・

そうめん・パスタ）

□その他（適宜）

家庭備蓄の目安
は、家族の人数×
最低 3日分以上

*農林水産省[災害時に

備えた食品ストックガ

イド]をもとに作成*
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防災防犯部長

舘 野 清 道

サイエンスショー形式の講演

地区社協では「安心安全ネットワーク事業」として

独り暮らしのお年寄りなど要支援者の見守りや巡回安

全サービス事業などの日常生活を見守る活動。そして

「ふれあいサロン（生きがいづくり・仲間づくり）」

「健康クラブ（介護予防・健康づくり）」「おもちゃ

ライブラリー（親子交流ができるおもちゃの広場）」

など地域住民の皆さんに寄り添った活動を行っていま

す。また、市の「緊急通報システム（ボタンひとつで

消防本部に通報できる機器の貸し出し）」の案内など

地域の皆さんが安心して安全に暮らせるようにと活動

しています。

これらの活動は全

て地域近隣協力者の

ボランティアによっ

て行われています。で

きる範囲で助け合い

ながらの活動です。是

非、皆さんも一緒に活

動してみませんか。

緊急通報システム

所得税課税世帯

設置工事費 2,900 円＋税

月額使用料 380 円＋税

所得税課税世帯以外の世帯

無料

利用可能な固定電話の回線

・ NTT のアナログ回線

・ NTT 光回線、

・ Jway（ケーブルテレビ）回線

緊急通報システム機器のご利用は

NTT のアナログ回線が推奨されます。

NTT 光回線、Jway（ケーブルテレビ）回

線でのご利用を希望される方は、留意事

項がございますのであらかじめご相談

ください。

利用者負担額

http://www.net1
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生活環境部 鈴 木 竹 二
中小路学区コミュニティ推進会では、毎月第１日曜日を『学区内一斉清掃日』としています。その

定着を図るため、生活環境部では約 2ヶ月に１回各町内にチラシをお配りし、地域の方々とゴミ拾い

をしております。

昨年度は、5回実施し、アルミが約 12.5 ㎏、スチール類が約 15.8 ㎏、ビン類が約 25.1 ㎏、燃える

ゴミが約 96.5 ㎏、粗大ゴミが約 32.5 ㎏を回収しました。

今年度は9月 3日(日曜日)に神峰町と鹿島町のゴミ拾いを行い、18名の方々に参加して頂きました。

11 月 5 日(日曜日)には、幸町のゴミ拾いに 15 名が参加して頂き、同日に平和町と東町１丁目のゴ

ミ拾いも行い、19名の参加がありました。ご協力いただいた皆様ありがとうございました。

また、来年 1月 7日(日曜日)には旭町のゴミ拾いを行います。ご参加ご協力をお願い致します。

今後はチラシをお配りしなくても自分達の周りを月に一度は清掃して、日立市の玄関口である中小

路学区をきれいにしましょう。

健康推進部 松 本 弘 之
11 月 12 日、中小路体育館でバレーボールを変形させたこの

ゲーム大会の日立地区大会が行われました。

中小路のほか助川・宮田・仲町・会瀬地区から各 2チームが

参加。2ブロックに 5 チームずつ分かれてのリーグ戦、各ブロ

ックの上位 2チーム、4チームによる決勝戦です。

①十字に仕切られたネット ②サーブは対角コートへ打つ③

返球はどこのコートに返しても可能ということ以外はバレーボ

ールと同じです。とはいえ、三方向のどこからボールが来るの

かわからないので選手は戦々恐々です。最初は戸惑いながら次

第に慣れ始め、試合は白熱。頭や足でレシーブするファインプ

レーまで飛び出しました。

ゲームはいずれかのチームが 15 失点した時点で終了です。中

小路は 2チームとも僅差で予選リーグ敗退でした。失点を少な

くすることが大切かを痛感しました

決勝戦は見ごたえがありました。20 回を超えるラリーが続

き、激戦の末優勝は会瀬チーム。女性を中心に粘り強さがとて

も印象的でした。

大人に混じり、小中高生も奮闘した今大会でした。皆さん爽

やかな汗を流しました。次年度は皆さんも一緒にソフトで大き

めのボールに触れてみませんか。

中小路健康づくり推進員連絡会 代表 福 地 烈

10 月 7 日(土)なかこうじ児童公園で、運動不足の解消や健康づ

くりを、身近に感じていただくと共に、地域住民の交流の場とし

て「第１回なかこうじ健康フェスタ」を開催しました。65 人の方

が参加して、血管年齢等の健康測定や、保健師による健康相談、

スピード玉入れなどの運動を体験しました。

血管年齢は、血管の老化の度合いを示すもので、若さを保つに

はバランスのとれた食事を心掛け、ウォーキングなどの有酸素運

動が、有効であることを学びました。

骨密度は、40 歳を過ぎると減少して 70％以下まで減ると、骨粗

鬆症と判定されます。カルシウムの多い食事、軽い運動、日光浴など生活習慣に気をつけましょう。

運動体験の「スピード玉入れ」は 5人の選手が、合計 50個のボール

を籠に入れるまでの時間を競うタイムトライアルゲームで、親子チー

ム等 6チームが熱戦を繰り広げました。

10m 先のホールポストに一打で入れる、ホールインワンゲーム競技に

は、30 人が挑戦して 8人が見事に達成しました。 子どもたちが、ね

ばり強く挑戦していたのが印象的でした。今回の健康フェスタには大

人 58人、子ども 7人が参加していただきました。参加者からは「自分

の健康状態を把握することができて良かった」「骨密度が低いので骨

粗しょう症が心配だ」「童心に帰って玉入れを楽しんだ」等の声が聞

かれました。これからも沢山の方に、楽しみながらリフレッシュして

いただけるような行事にしたいと思います。

協力員 伊 藤 千 恵

この夏、子どもたちの夏休みの宿題を何か少しでもお手伝

いできないかと「夏休みこども学習会」を企画しました。

書道の福地先生・絵画の多田先生のご協力のもと、初開催

にもかかわらず沢山の子どもたちが来てくれました。

私自身も子を持つ親として、この二つの宿題はどう取り組

んでいいかと頭を悩ませていたので、親のためにもなるんじ

ゃないかと思いました。これが大正解！申し込みの時からと

ても助かるとの声を多数いただきました。

低学年のお子さんは、初めての毛筆に戸惑いながらもアド

バイスを聞きながら丁寧にやっていました。

絵画も自分の書きたいものを選び、作品作りに意欲的に取

り組んでいました。どちらも先生のアドバイスでこんなに変

わるのかと驚かされました。子どもたちの集中力に不安なと

ころもありましたが、納得いくまで取り組んでいた姿が印象

的でした。

最後に、この企画にご協力頂きました福地先生・多田先生

本当にありがとうございました。

絵画を教わる子どもたち

書道を教わる子どもたち


